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  ２０１７年６月 第一例会 

（担当A班）小口、長谷川、中塚、中里、仲田、山本 

日時：２０１７年６月１０日（土）PM6：00～8：00 

 会場：八王子市北野事務所  ２階大会議室 

受付：長谷川、小口   

司会：中里 

開会点鐘                  会 長 

ワイズソング                一 同 

ワイズの信条                一 同 

ゲスト・ビジターの紹介           会 長 

入会式 花輪宗命さん 古市健さん 

聖書朗読・食前感謝             小 口 

会食 

卓話 「『発達障がい』ってなんだろう？」 

卓話者 樋上 巧洋さま（東京ＹＭＣＡ西東京ｾﾝﾀｰ） 

報告・連絡事項             会長・担当 

スマイルと報告               山 本 

ハッピーバースデイ 

閉会点鐘                  会 長 

巻頭言 
第６回目のオープン・フォーラム・Y 

小口多津子 

東日本区ユース事業委員会主催によるオープン・フォーラ

ム・Y（OFY）が、5月14日（日）9時半から内神田の藤井産業

（株）会議室で 48名の参加で今年も開かれました。 

受付におりましたら沢山の青年達がどんどん集まってきて部

屋が熱気に溢れてきました。集まったのは、各大学学生19名、

院生3名、社会人（YMCA職員を含む）14名、そしてワイズ12

名でした。フォーラムの主旨は「参加者一人ひとりが現場の人

の声を聞き、社会的課題を自分のこととして認識して、新たな

 
先月の例会ポイント（４月）       BFポイント 

在籍     17名     切手（国内・海外）   0g 

メン     5名    累計          185g 

メイキャップ  2名     現金           0円 

出席率     41％     累計         0円 

メネット    0名     スマイル      5,500円 

ゲスト      0名    累計       83,116円 

ビジター    0名 

ひつじぐも   0名    オークション       0円 

             累計             0円 

 

  

 

会 長   中塚 辰生 

副会長   小口 多津子 多河 敏子 

書 記   久保田 貞視 小口 多津子 

会 計   長谷川 あや子 

ﾒﾈｯﾄ会長  並木 雍子 

担当主事  中里 敦 

ブリテン  山本 英次・茂木 稔 

大久保 清 多河 敏子 

直前会長  長谷川 あや子 

国際会長主題  Joan Wilson(カナダ) 「私たちの未来は、今日より始まる」 

スローガン：「手を取り合えば、もっと多くのことができる」 

アジア地域会長主題 Tung Ming  Hsiao（台湾）「ワイズ運動を尊重しよう」   

スローガン：「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆を強めよう」 

東日本区理事主題  利根川 恵子（川越）「明日に向かって、今日動こう」 

スローガン：「手を取り合って、今、行動を！」” 

あずさ部部長主題 浅羽 俊一郎「あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ！」 

クラブ会長主題  中塚 辰生 「クラブ活性化に全員が一歩前進」 

 

 

 

 

 

（東京八王子）「足下を固めて飛び立とう」 

 

 

（聖句） 
「わたしたちは、今は、鏡におぼろに映ったものを見ている。だがそのときには、顔と顔とを合わせて見ることになる。わたしは、今は

一部しか知らなくとも、そのときには、はっきり知られているようにはっきり知ることになる。それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三

つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。」   （コリントの信徒への手紙一13章12節～13節） 
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一歩を踏み出す」でした。 

 プログラムが一日だけなので、休憩中も話し合いが続くとい

う体力的な持久戦の一日でした。ファシリテーターは、Wake 

Up Japanの代表者の鈴木洋一氏。 

講師は、今の社会的課題を講義形式で分科会も含めて次の 5

人の方が担当されました。 

①一人ひとりに寄り添う学習支援（大澤和子氏・所沢ワイズ） 

②若者の居場所を作る（小倉哲氏・Liby担当） 

③原発事故による放射能被害と法（栗谷しのぶ氏） 

④伝える技術（荒井ゆき江氏） 

➄活動を持続的にするために・アメリカ黒人権利運動の学び

（鈴木洋一氏） 

この発題を軸にして興味のある分科会を選び、時間で区切り

1人で幾つも顔を出せるようにし、途中でコーヒータイムやセ

ルフケアといって、ヨガのインストラクターによるお楽しみタイ

ムも用意。移動するたびに打ち解けて声も大きく白熱していき

ます。若者はみな抱えている問題も沢山あるので、発言がほ

とばしるように出てくるし、きちんと研究し持論ももっている。こ

の姿には本当に感心させられました。話をしたい、これを伝

えたい、だから集まる。人に共感し、また自分も人からの共感

を求めて、そのような中で自分の探し求めているものに行き

つくのかも知れない。 

28日に八王子クラブの行事の一つ、中大生ひつじぐも（学

Y）の新入生歓迎会がわくわくビレッジであり、草刈、BBQとゲ

ームの一日に、学生さんが 24名も参加されました。その内の

ぴかぴかの新入生は17名も。これからの4年間で授業、奉仕

体験とバイトで沢山の経験を積んでいくのでしょう。 

その途上で少し足を止めて、八王子クラブやOFYのワイズ

等とのお付き合いがそこにプラスされたなら、生涯忘れる事

のできない言葉に出会ったりしたならば、どんなにか彼らの

視野や考え方に広がりが出てくることでしょう。「今しかないよ」

と彼らに叫びたい思いでした。 

 

大阪セントラルとのＤＢＣ合同例会 

    茂木 稔 

 大阪セントラルクラブとのＤＢＣ交流の歴史は、今回の名古

屋での交流会で 18 回にもなりました。良くぞ毎回続いてきた

もので、お蔭で中々経験できない観光地や、あまり知られて

いないものを見ることが出来ました。 

５月２０日（土）の快晴の日に新幹線ひかりで名古屋へ着くと、

そこには大阪セントラルの６名の方々が出迎えてくれました。

早速その足で地下鉄を利用して名古屋城へと向かいます。 

そこには今も再建工事が進んでいる、来春完成予定の本丸御

殿がすでに公開されており、天守閣前の御殿を見学しました。

その建物は木曽檜の全く節の無い白無垢の木で作られてお

り、その障壁画は虎の絵の実物を模写した４００年前の姿その

ものでした。 

次に徳川美術館と徳川庭園を見て回りましたが、美術館の展

示は「武具・刀剣」展であり、若い女性が沢山来ていました。 

夕刻６時からは名古屋ＹＭＣＡで名古屋東海ワイズメンズク

ラブのの八木さんと長谷川さんのお話で、「名古屋の歴史と文

化、チャリティーウォーク」の面白い内容の話がありました。そ

れが８時に済んでから、ＹＭＣＡ近くの飲み屋で名古屋の２人

を含む１４名で乾杯の音頭。そこへ神田さんが大阪より車で急

遽参加です。 

 翌日は早天礼拝の後、熱田神宮へと向かいました。地下鉄

を出て歩いて行くと、そこには広い森が有り、その一角が熱田

神宮です。長い参道を行くと本殿があり、その横にある建物の

中で今正に結婚式が進行中であり、神官と二人の巫女と楽師

のひちりきや笛の音が聞こえてきます。この神宮の境内で有

名な宮川のきしめんを皆で食べました。 

続いて名古屋駅に近い「ノリタケの森」を訪れました。暑い日

であったので構内の芝生と水の流れる小川では、近隣の方達

が子供連れで来ており、子供は水の中へ入りはしゃいでいま

した。ノリタケは１８７６（明治９年）に設立され、海外への美術

陶磁器を輸出してきており、その初期からのコレクションを見

学してきました。やはり女性の方には大変興味がある内容で、

確りと見学していました。 

大阪セントラルクラブの少ない会員の中で今回の合同例会を 

企画して頂き、大いに感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  名古屋東海クラブ 長谷川さん 八木さん講話 
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第3回あずさ部アトム評議会 

                         長谷川あや子 

5月13日、東京YMCA山手センターにて第3回あずさ部

アトム評議会が東京たんぽぽクラブのホストで開催されました。

当日は生憎の雨模様でしたが、評議会の出席者は 65 名でし

た。小原史奈子会長の歓迎の挨拶の後、評議会成立宣言、部

長挨拶があり議案審議に入りました。 

第一号議案：2017－18年度あずさ部活動方針案承認の件。

次期あずさ部部長大野貞次メン（東京西）より部長方針、重点

活動が話され承認されました。次期あずさ部スタッフとして八

王子クラブからは会長の小口多津子さん、メネット連絡員の辻

久子さん、地域奉仕事業主査の長谷川あや子がメンバーに

入っています。第二号議案：2017－18年度あずさ部経常予算

案承認の件。次期あずさ部会計鳥越成代メンより次期予算案

が説明されましたが、一部不備があり改めて2017年度第1回

評議会で審議されることになりました。第三号議案：2017－18

年度あずさ部部会開催日程承認の件。10月21日（土）が承認

されました。第四号議案：2017－18 年度あずさ部評議会日程

承認の件。第 1回―7月 15日（土）ホスト松本クラブ、第 2回

―2018年2月10日（土）甲府21クラブ、第3回―5月12日

（土）富士五湖クラブが承認されました。次に部長、各事業主

査、各クラブ会長から下半期の報告があり、最後に浅羽部長

のピアノ、本川悦子さんのヴァイオリン伴奏であずさ部の部歌

を歌い閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京たんぽぽクラブ 15周年記念例会 

 

評議会終了後、午後 1時 30分から山手センターにて東京

たんぽぽ Yサービスクラブの 15周年記念例会が行われまし

た。東京たんぽぽクラブは東京 YMCA の不登校プログラム

「liby」をサポートすることを主な目的として設立されました。東

日本区として初めての女性だけのクラブの誕生でした。以来

15年、たんぽぽの綿毛が飛ぶように libyの支援のみならず地

域奉仕の一環として山手センターの近隣のシニアの皆さんの

集える場、わくわくサロンを開催しゲームや歌を楽しんでいま

す。東日本大震災の翌年からは石巻・グループホームでの歌

の会を開催し現在もたゆまず活動を続けています。たんぽぽ

クラブの皆さんがお互いに助け合い、支え合ってこそ出来る

事でしょう。 

当日の式典では越智美香さんのピアノ、相田麻純さんのメ

ゾソプラノの素晴らしい演奏があり至福のひとときでした。出

席者128名、暖かい細やかな心遣いを感じた記念例会でした。

八王子クラブの出席者は中塚会長・小口さん・久保田さん・長

谷川の 4名でした。 

「高尾わくわくたより」 
所長  古市 健 

 敷地内の森の木々には青々とした新緑が映え、爽やか

な初夏の日々が続いております。ご宿泊や日帰り施設利

用のお客様もさることながら、小さなお子様を連れたご家

族を中心に、原っぱで自由に遊ぶお客様も大変多く、そ

れぞれに初夏のわくわくビレッジを満喫していただいて

おります。 

 おかげさまを持ちまして、5月も多くのお客様にご利用を

いただいており、5月全体では 3,127名（5/29予約時点・

テント宿泊含む）と昨年度並みのご利用者数となる見込み

となっております。 

ゴールデンウィークには、多くの予約者に加え、一時利用

者（宿泊や貸室を予約せずに、主に原っぱや活動支援プ

ログラムだけを目的にいらっしゃるお客様）にも大変多く

お越しいただき、平常時には平均1日30～50名程度のと

ころ、1日に500名の一時来館者にご利用いただいた日も

ありました。多くのお客様が、原っぱで元気いっぱい駆け

回ったり、館内で活動支援プログラムを体験なさったり、思

い思いにゴールデンウィークの想い出を作ってくださって

いたようでした。 

レストランも大混雑し、一部のお客様にご不便もおかけし

ましたが、怪我人もなく無事に皆様にお帰りいただき、何

よりと胸をなで下ろしました。 

 間もなく 6月を迎えますが、今年は例年以上に大変多く

のご宿泊予約をいただいております。大変にありがたい

状況ではありますが、現場としましては早くも繁忙期に突

入したとの緊張感も持ち合わせているところです。 

お客様の安全を第一に、素敵な想い出を残していただけ

るよう、スタッフ一同、気を引き締めてまいる所存です。 

 末筆になりましたが、5/28には中央大学の学生さんをお

連れになり、草刈ボランティア活動をしていただき、誠に

ありがとうございました。忙しい夏を迎えるにあたり、皆様

に綺麗にしていただいた野外炊爨場にお客様をお迎え

できることを、心より嬉しく思っております。 
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今年のリーダーの面々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ひつじぐも新入生歓迎会の草刈りBBQ 
中央大学ひつじぐも １年 河野隼弥 

今回はひつじぐもの活動として、初めて草刈りBBQに参

加しました。今回は、東京都八王子市の「高尾の森わくわく

ビレッジ」にて 草刈りをし、BBQを楽しみました。ひつじぐ

もの他に、今回はワイズメンズクラブの方々と一緒に活動し

ました。いままで、まったくワイズメンズクラブについて知り

ませんでしたが、草刈りBBQを通じてYMCAとワイズメンズ

クラブのことをより知ることができました。色々な団体が協力

してこそ、良い活動ができると感じました。 

まず、初めに自己紹介を行い、草刈りをしました。今回は

機械ではなく、鎌で草刈りをしました。私は都会で育ったた

め、草刈りは初めてでしたが、皆さんが親切に教えてくださ

り、なんとか無事草刈りを終えることが出来ました。結構 思

っていたより草が伸びていて、ビックリしました。  

草刈りが終わった後には、薪を割るところからのBBQをしま

した。なかなか、普段体験できないキャンプのようなBBQ

でした。BBQを通して、ひつじぐものメンバーだけでなく、

他の団体のメンバーとも仲良くなる良い機会でした。結構

色々な年代のかたの人生談みたいのも聞けて貴重な体験

でした。もちろん BBQ自体も美味しかったです。 

最後に、グループに分かれて、物探しゲームのレクリエ

ーションを行いました。公園内のあちこちに、文字が書かれ

てシールがはってあり、それを探すゲームでした。思って

いたよりも、公園が広く、苦戦しました。様々な年代の人た

ちが一緒になって一つのものを探すのはなかなかおもしろ

かったです。私たちのチームは１つしか見つけることがで

きませんでした。 

今回は初めての参加で緊張しましたが、みんなフレンドリ

ーで楽しく活動することができました。なかなか普段の生活

ではできない草刈りや薪割りを体験しました。色々な団体

のことも知ることができ参加してよかったと思います。 

 

 

 

ひつじぐも新入生歓迎会の草刈りBBQ 
中央大学ひつじぐも１年 若林範子 

私は草刈りは初めての経験でしたが、鎌の使い方な

どワイズメンズクラブの方々が丁寧に指導して下さ

り、やり始めると緑の中で汗を流すことがとても気持

ちよくなり夢中になって取り組んでしまいました。ま

たそのあとのバーベキューでは、自分たちで薪割りか

ら準備をさせていただき、先輩方と火をつけて焼いた

お肉はとても美味しかったです。ワイズメンズクラブ

のかたに、若い頃は釜でご飯を炊いていた、というお

話を聞いて驚きましたが、私たちは普段アウトドアな

体験をすることがとても少なくなっているので、この

ような機会は素敵だと思います。最後に皆で、提示さ

れた写真の場所をグループごとに散策して見つけると

いうレクリエーションをしました。今回初めてひつじ

ぐもの活動に参加する中大生も多くいましたが、お腹

いっぱいで話しながら歩くうちに打ち解け、心地よい

雰囲気の中、活動を終えることができました。 

 私は高校生の頃、学校と塾と家の往復を繰り返すよ

うな生活を繰り返していて、常に受身の姿勢が身につ

いてしまっていました。そんな状態の自分から一歩踏

み出したいと思い、今回の草刈りバーベキューを通し

た交流から海外でのボランティア、児童館や生活実習

所の活動まで、多くのことに触れられるひつじぐもに

入会しました。同学年の学生だけでなく、先輩方や年

配の方とお話できるのはとても嬉しいし、家にいてガ

スコンロを捻るだけでは得られない生き生きとした経

験を周りのみんなが味あわせてくれます。またあまり

関係のないことですが、今回活動した高尾の森わくわ

くビレッジの最寄り駅である高尾駅は登山に来る人が

多いようで、駅の雰囲気がどこかのどかでゆったりと

したカフェもあり、私のお気に入りの場所となりまし

た。 

 大学生という貴重な時間の中で、これからもっと多

くの世界に触れて、自分のしたいこととするべきこと

を自覚できるようになりたいと思います。活動の企画

をしてくれた方や、より活動しやすいように準備して

くださったワイズメンズクラブの皆さん、ありがとう

ございました。 
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     ＜西東京ＹＭＣＡ便り＞ ６月 
６月のコミュニティーセンターは、夏のキャンプに向け

て本格的にスタートする時期でもあります。キャンプの受

付が始まり、それぞれのキャンプのリーダー会もスタート

します。ひとつのキャンプをつくりあげるのに約１０回程

度のリーダー会を行います。リーダー会の多くの時間は、

対象理解、キャンプ地の特徴、子どもたちのおかれている

環境などを考えながら、キャンプの『ねらい』を話してい

きます。このキャンプで、子どもたちにどのように成長し

てほしいか、この時期に何を感じ取ってほしいかを話し合

っていきます。最初はそれぞれ異なる意見のように感じま

すが、どのように表現したら自分の想いが伝わるだろうか

と悩みながら話し、また、聞きても相手が何を言おうとし

ているのか理解しようとし、そこには、言葉だけでなく表

情や身振りなどから、言葉にはならない想いを感じとるこ

ともあります。言葉を重ねながら、相手の想いに共感した

り、共通点を見出しながら、ひとつの『ねらい』をつくり

だします。このねらいが大きな柱となり、プログラムなど

枝葉の部分が作られていきます。この共有したねらいがあ

るからこそ、同じ方向を向いて進むことができ、何か迷っ

た時も立ちかえることができます。このリーダー会は、基

本的にリーダー主導で行っていきます。会の進め方、想い

を伝える、相手を受け入れる、などのやり取りの中で、自

身を振り返ることも多くあり、これらのことは、リーダー

にとっても多くの学びがあり、成長していく貴重な経験と

なっていきます。 

１０回のリーダー会の他にも、実技リーダートレーニン

グ、事前説明会など多くの時間を費やしてキャンプを迎え

ます。これらの積み重ねがあるからこそ、リーダーたちの

想いが詰まったキャンプとなり、キャンプで行われる一つ

ひとつのプログラムに意義が生まれ、子どもたちにも伝わ

っていくと感じます。これから始まっていく夏のキャンプ

が、子どもたちに真剣に向き合うリーダーにとり、そして

そこに参加する子どもたち、送りだす保護者にとっても価

値のあるキャンプとなるよう願っています。この夏も多く

の笑顔があふれるキャンプとなるようお祈りいただけたら

幸いです。 

 

 

 
 
 ひつじぐも新歓草刈りBBQ感想 

中大ひつじぐも２年 宮内 蒼也 

 5月28日（日）に行われた草刈りBBQは、私にとって二

度目の参加となりました。昨年は自分が新入生の立場であ

り、初めて会う同級生や先輩方やワイズの方々に優しく迎

えていただく側でしたが、今年は上級生として新入生をワ

イズメンズクラブの方々と一緒に歓迎する側でした。私は

少し緊張していましたが、今年は新入生が多く集まってく

れたおかげで、にぎやかなイベントとすることができまし

た。 

 午前中の草刈りで一緒に汗を流し、お昼のBBQではまき

割りや火おこしも学生たちで行いました。積極的に動いて

くれる新入生も多く、様々な面で交流することもできまし

た。みんなで割った薪で、みんなで起こした火で、みんな

で焼いたお肉はとてもおいしく、午前中の疲れを癒してく

れました。 

 午後、昼食が一段落するとレクリエーションの時間にな

りました。今年のレクリエーションは、班ごとに分けられ

た参加者が、それぞれの班に与えられたBBQ会場内の写真

の場所を見つけ出すというものでした。これは班対抗で行

われ時間制限もあったため、班の中での結束力があがり、

みんな仲良く写真の場所を探していました。 

 私が今回特に感じたのは新入生の元気の良さでした。草

刈りの時も、新入生は上級生を上回る元気と根気の良さで

どんどんと草を刈っていました。BBQの際も、自分から進

んで火の番やまき割り、調理など引き受けてくれる新入生

が多く、先輩であるはずの私はほとんど働かずに済みまし

た。去年は、BBQの時に用意された食材が少し余ってしま

い、何人かが最後まで食べていましたが、今年はお米も含

めて食材があっという間になくなってしまい、そのような

点でも新入生の元気さを感じました。そんな様子を見てい

て自分自身もとても楽しく充実した気分で過ごすことがで

きました。参加してくださった皆さんと、今年も様々な準

備をしてくださったワイズメンズクラブの皆さんに感謝申

し上げます。 

西東京センター便り 

 

（お 話） 

ワイズにとって本格的な新年度が始まる時期だと思いますので、「希望」という言葉の入った聖句をと思って探しました。ギリシア語

で「エルピス」とされますので、それで索引したところ、「エルピス」がどの福音書にも一度も用いられていないのに吃驚しました。 

長年聖書に親しんできても知らない事ばかりです。 

希望を持つというのは目的を持つこととワンセットでしょうが、人生にはいろいろの目的があって、目前の具体的な目的から、生涯の

夢のような最終目的まで、それを上手にこなしていかないと肝心の最終目的に行きつけない事でしょう。生き甲斐は、この希望の追及に

ある気がします。人生の欠くことのできない栄養素だと思います。 

エルピスはパウロ特愛の言葉で、ロマ書にいちばん多く13回も用いています。しかし、信仰・希望・愛と三拍子揃った書き方はこの聖

句と言えます。                                            

                                                   仲田 達男 

 

 

 

 

 

 

 中大ひつじぐも便り 
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５月第一例会の報告 

DBC合同例会 ５月２０日（土）～２１日（日） 

・大阪セントラルクラブ 第１８回DBC合同例会  

参加者：中塚会長、小口多津子、長谷川あや子、茂木稔、

久保田貞視 計5名 

大阪セントラククラブ ７名参加 

入江、宇都宮、則武、古屋、澄川、入江メネット（神田さ

ん例会より合流） 

名古屋ＹＭＣＡにて合同例会開催 名古屋東海ワイズメンズク

ラブのの八木さんと長谷川さんのお話で、「名古屋の歴史と文

化、チャリティーウォーク」 

２１日（日）早天礼拝の後、熱田神宮参拝 
 

５月第二例会の報告 

５月２８日（日） 午前９：３０ JR高尾駅集合 

会場：高尾の森わくわくヴィレッジ 午前中全員での草刈 

午後から中大ひつじぐも 新入生歓迎バーベキュー大会と 

その後ゲーム大会  詳細は、宮内蒼也君、若林範子さん、

河野隼弥君の寄稿文をご参照ください。 
 

これからの主な行事 

＊６月８日（木）午後１８：２０より  中大 C スクエアにて「新入

部員の正式入会式」を開催します。  委員長・須郷 利貴 

＊６月９日（金）午前１１：３０～午後１３：３０  

絹の道ボランテア感謝会  主催・メネット会 会長並木雍子 

於・北野駅近く「カフェ コトン」Tel042-648-5669にて 

会費：未定  メン・メネットに関わらず皆さんのご参加をお待

ちします。 

＊６月２９日（木）  東京YMCA芸術祭開催 

受付ボランテア・八王子担当に並木さんと小口さんが出席 
 

絹の道デイサービスセンター ボランティア 

 ［報告］ 

５月２６日（金）手工芸 14:00～15:00 

 参加者：赤羽、石井、色川、久保田、下重、調、多河 

 山口、山中、茂木 

［予定］ 

６月９日（金）手工芸  14:00～15:00 

６月９日（金）定例活動前にメネット食事会 

 場所：北野駅近く『カフェ コトン』 

 時間：11:30～13:30 

 

 
 
 

 

ワイズメンズクラブ（Y's  Men ｓ Club）とは 
 

ワイズメンズクラブは、青少年育成団体である「YMCA」の 

活動を支援することを第一の目的として、地域・国際社会に奉仕

る国際的なボランティア団体です。   

      https://ys-east.jimdo.com/ 
 

 日本のワイズメンズクラブは東日本区・西日本区の二つ

に分かれていて、北海道から静岡を境に、それと沖縄を含

めた地域を東日本区と称します。また、毎年７月が年度初

めです。東日本区は61クラブ、現在917名のメンバー

がいます。私たちの「東京八王子クラブ」はその内の一つ

で「あずさ部」という中央線沿線にある11クラブの部に

属しています。 

東京八王子クラブは、現在クラブ員は１7名です。 

京王線、北野駅３分、八王子市北野事務所で例会を持って

います。第一例会は、第二土曜日６時～８時（食事つき） 

☆八王子クラブの主な行事 

・７月・・・キックオフ例会 

 ・10月・・・中大ナイト 

・12月・・・クリスマス例会 

・3月・・・街頭募金（JR八王子駅）地雷廃

絶運動の為にと東日本大震災被災者支援

のために。 

・3 月・・・チャリティーコンサート（主旨

は上記と同じ） 

・５月・・・ひつじぐも新入生歓迎会の草刈

とBBQ 

☆東日本区ユース事業委員会の主なプログラム 

 ・ユースコンボケーション（IYC／AYC）国際規模のユ

ースの集い。 

国際・アジアと隔年で。2017年は国際（IYC）でタ 

イのチェンマイ。 

・ユースボランティアリーダーズ・フォーラム 

   （山中湖）9月、YMCAボランティアリーダー 

    トレーニング。 

 ・オープン・フォーラム・Y（5月）東京。参加者一人

ひとりが現場の人の声を聞き、社会的課題を自分のことと

して認識し、新たな一歩を、目的に、各YMCAリーダー、

学生YMCA, 社会人、ワイズメンが参加 

 

 

報  告 

 
７月キックオフ例会 卓話 

 
 「認知症の予防と生活習慣」 

 卓話者 功刀 弘氏（くぬぎ ひろし） 

  精神科医・くぬぎクリニック医院名誉院長・ 

山梨いのちの電話理事長・甲府２１クラブ 

  主なお話は、睡眠障害と認知症との深い関係 

  について 

 

 
今月の誕生日 

 
辻 直治  ６月６日 

https://ys-east.jimdo.com/

